
令和元年度 所内研究発表会（令和 2年 3月 10日（火）） 

 
 

1) 毒キノコによる食中毒の検査体制の構築 

保健衛生部 野田拓史 

 

2) 福井県における PM2.5の発生源寄与解析 

環境部 岡恭子 

 

3) 汽水のプランクトンと水質の関係 

環境部 保月勇志 

 

4) 福井県におけるカルバペネム耐性腸内細菌科細菌の検出状況について（H29～R元） 

保健衛生部 横山孝治 

 

5) 福井県における腸管出血性大腸菌分離株の Stxサブタイピング解析 

保健衛生部 児玉佳 

 

6) 花粉飛散数測定におけるダーラム法と自動測定器の相関について 

管理室 高岡大 

 

7) これまでの水銀調査について 

環境部 藤田大介 

 

8) 光化学オキシダントの注意報発令 

環境部 玉村正憲 

 

9) LC/MS/MSを用いた環境水中のフェノールおよび 2,4-ジクロロフェノールの同時分析法の検討 

環境部 上嶋明子 

 

10) 深川（木の芽橋）の LAS高濃度原因調査 

環境部 大久保香澄 

 

11) プランクトンの計数法について 

環境部 桑野暁 

 

 

※今年度は新型コロナウイルス拡散防止のため、発表に代えて資料供覧により実施した。 


